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プロジェクトの背景

病院の⽬指す⽅針に応える設計コンセプト

蒲郡市⺠病院は築 25 年以上が経過し、様々な課題が⽣じている。
「市⺠の健康・⽣命を守っていくこと」、「市⺠が安⼼して医療を受けられる
こと」を将来に渡って確実に進めるため、基本計画等で議論を進めてきた。
それらの検討を受け、基本設計として具体化した事業概要を⽰す。

病院の⽬指す⽅針を「病院の機能強化」及び「災害時・⾮常時の対応強化」
と理解し、４つの設計コンセプトを提案する。

計画建物概要（新築２棟＋既存改修）

新棟階層構成

【新棟】

【発電機棟】

【既存病院】改修あり

●規模 / 構造
●延べ⾯積
●建築⾯積

●規模 / 構造
●延べ⾯積
●建築⾯積

●建物数
●規模・構造
●延べ⾯積
●建築⾯積
●病床数
●改修⾯積

︓地上 4 階（４階電気室等）、S 造
︓約 5,950 ㎡
︓約 2,500 ㎡

︓地上１階、RC 造
︓約 110 ㎡
︓約 110 ㎡

︓計 12 棟
︓地上８階、塔屋１階、SRC 造（既存棟）
︓30,964.53 ㎡
︓10,897.28 ㎡
︓382 床
︓約 2,150 ㎡

新築

発電機棟発電機棟
（新設）（新設）

新棟新棟
（新設）（新設）

第２駐⾞場第２駐⾞場
（261台）（261台）

スタッフ駐⾞場スタッフ駐⾞場
（約130台）（約 130台）

エネルギー棟エネルギー棟

③ごみ置場③ごみ置場

既存棟既存棟

既存建物

利⽤者

主⽞関
新棟⽞関

救急⾞

スタッフサービス

第１駐⾞場第１駐⾞場
（176台）（176台）

既存調整池既存調整池
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新棟および着⾊部の既存改修が今回事業の計画範囲である。
新棟は既存棟の⻄側エリアに 4 階建で計画し、１・２階で既存棟と接続する。
既存改修は新棟完成後、既存部⾨の引越後を想定する。

⾮常時対応として、災害発⽣時・感染症対策時の CASE に分けて対応を検討する。
いずれの場合も⼀般患者の診療を継続できる対応計画を策定する。

◆

◆

平⾯計画概要

⾮常事対応の想定

１階 ２階

３階 ４階 R階

患者⽀援C患者⽀援C

脳神経脳神経
外科外科アイセンターアイセンター

産婦⼈科産婦⼈科

泌尿器科泌尿器科

健診 C健診 C

新棟⽞関新棟⽞関
（健診）（健診）

既存⽞関既存⽞関
（病院利⽤者）（病院利⽤者）

⽣理検査⽣理検査 内視鏡内視鏡

放射線画像放射線画像

倉庫倉庫
（将来対応）（将来対応）

機械室機械室

医事医事

管理管理

講義室講義室

臨床検査臨床検査

物流センター物流センター

給⾷給⾷霊安・剖検霊安・剖検

薬剤薬剤

ホスピタルホスピタル
モールモール

⽿⿐⽿⿐
咽喉科咽喉科

整形整形
外科外科外科外科

内科内科

⽪膚科⽪膚科

⼩児科⼩児科

放射線治療放射線治療

⾎管撮影・MRI⾎管撮影・MRI ⾎管撮影⾎管撮影
（別途⼯事済）（別途⼯事済）

救急救急

化学療法化学療法

⼩児⼼理発達⼩児⼼理発達
・精神科・精神科

⻭科⼝腔外科⻭科⼝腔外科

職員休憩職員休憩

⼥⼦更⾐⼥⼦更⾐

リハビリテーションリハビリテーション

研修医 研修医 

医局医局

図書図書

ｼﾐｼﾐｭｭﾚｰｼｮﾝ Cﾚｰｼｮﾝ C

学⽣控学⽣控

男⼦更⾐男⼦更⾐事務室事務室
事務・ｶﾙﾃ事務・ｶﾙﾃ

会議会議

中央処置中央処置 ﾘﾊﾋﾞﾘ庭園ﾘﾊﾋﾞﾘ庭園
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構造計画の基本⽅針
新棟は災害拠点病院として機能を発揮するため、⾼い耐震
性能を備えた施設とし、安全性・施⼯性・経済性に優れた
構造計画とする。

耐震性能
⼤地震時に建築基準法で求められる建物耐⼒の 1．50 倍以
上の耐⼒を有する建物とする。

基礎計画
●

●

上部架構計画
●
●

●

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

蒲郡市の「ゼロカーボンシティ宣⾔」を実現する旗艦事業
の⼀つとして、新棟は ZEB-Ready 相当を⽬指す。

環境性能の向上・環境配慮
●⾃然エネルギーの活⽤
●創エネルギー
●低炭素化を⽬指したエネルギー転換
●⾼効率機器・⾼断熱ガラスの採⽤
●バルコニー・植栽による⽇射制御

設備計画の基本⽅針
災害拠点病院としての機能及び病院運営、環境、維持管理
等に配慮し、最適な設備容量、設備機器を計画する。
また信頼性・安全性の⾼い設備とする。

電気設備計画
●電⼒引込
●受変電設備

●発電機設備

空調換気設備
●熱源設備
●空調設備
●換気設備

給排⽔衛⽣設備
●給⽔設備
●排⽔設備
●給湯設備
●その他設備

︓2 回線受電化 (6.6kV)、増築後 1940kW 想定
︓新棟 4 階に受変電設備を屋内設置
︓発電機棟に２回線受電設備を新設
︓発電機棟を新設、オイルタンクは既設利⽤

︓ビル⽤マルチエアコン（電気式・ガス式併⽤）
︓個別空調⽅式
︓中央換気⽅式 ( 外来部⾨ )
︓個別換気⽅式 ( その他部⾨ )

︓加圧給⽔⽅式、飲⽤・雑⽤ 2 系統給⽔
︓屋内合流・屋外合流⽅式
︓中央給湯⽅式
︓都市ガス設備、消⽕設備、医療ガス設備

基礎構造は地盤調査結果と建物規模を考慮し最適な⽅式
とする。
液状化に関しては発⽣及びその危険度は低い地盤である。

構造種別を鉄⾻造とし、架構形式をラーメン構造とする。
⼤地震時の変形抑制のため、柱はコンクリート充填鋼管
構造（CFT 柱）を採⽤する。
床には、鉄筋トラス筋付き型枠デッキを積極的に採⽤し、
現場作業の省⼒化と⼯期短縮を図る。

◆ ◆◆

◆

構造計画概要 環境配慮概要設備計画概要

事業スケジュール（案）
令和

年度10
令和

年度11
令和

年度12
令和

年度9
令和

年度8
令和

年度7

新棟

エネルギー棟

実施設計

 ⼯事⼊札・契約

 ⼯事⼊札・契約

 整備⼯事

 機器改修⼯事
既存改修


